
米沢市都市計画マスタープラン及び
立地適正化計画

第２回市民検討委員会
資料

平成31年1月17日

資料１

2

（１）今回の会議について

年 月日 会議等 内容 備考

平成
30年

５月18日 第１回 策定委員会 策定の概要／スケジュール

６月25日 第１回 策定委員会作業部会 〃

８月２日 第１回 市民検討委員会 委員委嘱／策定の概要／スケジュール

８月24日 コンパクトなまちづくり
セミナー

東北地方整備局都市・住宅整備課長による基
調講演

９月14日～
９月28日

市民アンケート調査
米沢市都市計画マスタープラン及び米沢市立
地適正化計画策定のためのアンケート調査

12月19日 第２回 策定委員会作業部会 上位関連計画について／本市の現況について
／アンケート調査結果について／全体構想の
見直しについて

平成
31年

１月10日 第２回 策定委員会 〃

１月17日 第２回 市民検討委員会 〃

２～３月頃
（予定）

第３回 作業部会・策定委員
会・市民検討委員会

全体構想、骨格構造、まちづくりの方針等に
ついて

これまでの経緯について
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都市計画マスタープランとは？

（１）今回の会議について

計画で定めた基本的な方向性に基づいて

「都市計画法」に基づいて、市が定める計画

中長期的な視点に立ち、目指すべき都市の将来像、都市計画に係る市
の基本的な方向性を示す計画

土地利用のルールの見直しや、道路等の都市施設の整備などについて、
国や県と協議のうえ都市計画や事業計画の決定・変更を行う。

※第１回会議のおさらい
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立地適正化計画とは？

（１）今回の会議について

「都市再生特別措置法」に基づいて、
市が定める計画

コンパクト・プラス・ネットワークの形
成を目指す計画

人口減少等の社会情勢の変化に
対応した、持続可能な都市形成を
可能とするため、居住の誘導や都
市機能（医療・福祉・商業等）の誘
導、公共交通施策の充実に係る施
策を定める計画

資料:立地適正化計画概要パンフレット

計画のイメージ

※第１回会議のおさらい
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（１）今回の会議について

計画の構成

全体整備構想

地区別整備構想

目標値・評価方法
の設定

立地適正化計画

実現化の方策

計画の構成は前回策定時を基本とした項目に立地適正化計画
を加えたものとします。

※第１回会議のおさらい

都市計画
マスター
プラン

今回の計画の構成

立地適正化
計画

前回策定の
見直し

新たに作成

1.現状と課題

施策整理・現状分析

住民意向調査

主要な課題

2.全体構想

理念と基本目標

基本フレーム

計画体系図

3.全体整備構想

将来フレーム

分野別整備方針

全体整備構想図

4.立地適正化計画

解決すべき課題

まちづくりの方針

骨格構造

施策・誘導方針

誘導区域・誘導施設

5.地区別整備構想

地区の特性と課題

地区別整備構想

6.実現化の方策

土地利用

都市施設整備

地域環境整備

7.評価指標

平
成
30
年
度
検
討

平
成
31
年
度
検
討

※検討の内容に応じて、細項目は、随時変更していきます。

〈計画の細項目〉

※前回策定：平成２６年３月
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都市計画マスタープランと立地適正化計画

（１）今回の会議について

国 国土形成計画

県 山
形
県
総
合
発
展
計
画

東南置賜圏域都
市計画区域マス
タープラン（平
成30年4月）

米沢市まちづくり総合計画

基本構想 基本計画

米沢市人口ビジョン
米沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略

米沢市都市計画
マスタープラン

米沢市
立地適正化計画

法定都市計画 分野別計画

○区域区分 ○市街地開発事業
○地域地区 ○地区計画等 等
○都市施設

○景観計画 等

即す

連携

即す 即す

即す即す

即す

即す

関連部局の施策等

○米沢市中心市街地活性化基本計画
○米沢市空家等対策計画
○米沢市公共施設等総合管理計画
○米沢市雪対策総合計画
○米沢市高齢者福祉計画・第７期介

護保険事業計画 等

都市計画マスタープランの見直しと合わせて、コンパクト・プラス・ネットワークの実
現に向けた「立地適正化計画」を策定し、将来都市像の実現を図る。

※第１回会議のおさらい

米沢市国土利用計画
即す
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（２）上位・関連計画について

○ 計画のポイントとなる項目について関係する計画や他部局の関係施策を、
計画策定に反映

上位計画 他部局の関係施策

● 東南置賜圏域都市計画区域マスタープラン（平成30年
4月）

● 米沢市まちづくり総合計画（平成28年3月）
● 米沢市人口ビジョン（平成28年3月）
● 米沢市 まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成28年

3月）

● 米沢市中心街地活性化基本計画（平成25年8月改定）
● 米沢市中心市街地地区都市再生整備計画書（第５回変

更）（平成26年3月）
● 米沢市空家等対策計画（平成30年3月）
● 米沢市公共施設等総合管理計画（平成29年3月）
● 米沢市高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画（平

成30年3月）

●都市計画マスタープランの将来目標は、上位計画で位置づけられている方向性を
踏まえる。

●立地適正化計画の誘導区域、誘導施設、誘導施策は、他部局の関係施策を反映。

※現時点で、計画策定に反映すべき計画として、上記を抽出しているが、検討の内容に応じて、随時、変更していく。
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東南置賜圏域都市計画区域マスタープラン

（平成30年4月）

（２）上位・関連計画について

項目 内容

目標年次 平成47年

都市づくり
の基本理念

「県境を越えた新たなネットワーク
により、次世代の産業創出に向けた
活力と魅力あふれる、人・歴史・文
化が織りなす産業都市圏」

区域区分 区域区分を定めない

土地利用に
関する主要
な都市計画
決定の方針

（広域的な役割に関する部分抜粋）
・行政や商業、医療機能等が集積す
る米沢都市計画区域を核とする。
・業務、商業の拠点は、中央地区、
米沢駅周辺地区とする。

<計画のポイント>
本市の中心市街地は、東南置賜圏域（南

陽市、高畠町、川西町）の都市活動を支
える拠点としての役割を有する。

米沢市都市計画
間区域を東南置
賜圏域都市計画
区域の核とする。
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米沢市まちづくり総合計画
（平成28年3月）

項目 内容

目標年次 平成37年度（2025年度）

都市像・基
本理念

将 来 像：ひとが輝き 創造し続ける
学園都市・米沢

基本理念：市民が積極的に参加するまち
づくり

重点事業 （土地利用に関する部分抜粋）
●コンパクトなまちづくりの推進
・市街地の空地や空家、空店舗等の有効

活用
・まちなか居住の促進
・買物や医療・福祉等の生活サービスの

中心以外地への集積
・新文化複合施設（図書館・市民ギャラ
リー）を拠点とした賑わいの創出

●公共交通
・公共交通機関の充実
・デマンド型交通システムの導入の推進
●市立病院建替事業

米沢市人口ビジョン
（平成28年3月）

項目 内容

目標年次 平成31年度（2019年度）

将来人口の
見通し

平成52年（2040年） 69,495人
平成72年（2060年） 58,721人

米沢市 まち・ひと・しごと創
生総合戦略（平成28年3月）

項目 内容

目標年次 平成31年度（2019年度）

基本目標と
戦略の体系

（土地利用に関する部分抜粋）
暮らしを支える環境と社会基盤を整

備し、住みよい「まち」づくりを推進
します。
○賑わい拠点の整備、コンパクトなま
ちづくりの推進

○既存ストックの利活用、社会基盤の
維持・整備

○健康で安全安心なまづくり
○広域と連携した共生のまちづくり

（２）上位・関連計画について

<計画のポイント>
人口減少に対応したコンパクトなまちづくり
を推進
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米沢市中心市街地活性化基本計画
（平成23年8月策定、平成25年8月改定）

項目 内容

目標年次 平成32年度

区域設定
の考え方

平成14年2月に策
定した旧計画におい
ては、交通拠点であ
るＪＲ米沢駅から商
業や公共施設、観光
史跡が集約されてい
る区域（160ha）を
中心市街地として設
定した。

今回の計画におい
ては、旧計画で設定
した区域を基本とし
ながら、先行して実
施する都市再生整備
計画の事業による活
性化が見込まれる区
域（189ha）とする。

（２）上位・関連計画について

<計画のポイント>
都市機能誘導区域は、中心市街地活性化区域を参考とする
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米沢市空家等対策計画（平成30年3月）

項目 内容

目標年次 平成39年度

対象地区 米沢市全域

（２）上位・関連計画について

<計画のポイント>
利活用の仕組みを、試験的
な活用を行いながら、都市
機能の集積を進めていくこ
とが重要

※利活用検討例
地区住民が除雪路線沿線の空地を
押雪場として活用できる施策の検討
（土木課）
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米沢市公共施設等総合管理計画（平成29年3月）

項目 内容

目標年次 平成47年度

公共施設等の
管理に関する
基本方針

１．公共施設等の保有総量の適正化
・建築系施設は、今後20年間に延床面積の保有総量を20％削減を目標とする。
・原則として、建築系施設の新規建設（既存の建物の更新は除く）は行わない。 等

２．維持管理・運営効率の向上
・統廃合や複合化を通じて施設の利用効率の向上を図る。
・民間の施設を活用した行政サービスの提供を検討する。 等

３．安全・安心で快適な利用環境の確保
・施設の統合や複合化を行う際は、公共交通の充実を図るなど利用環境の確保に努める。 等

公共施設等の
管理に関する
実施方針

6つの実施方針に沿って公共施設の管理を実施
① 点検・診断等の実施方針
② 維持管理・修繕・更新等の実施方針
③ 安全確保の実施方針
④ 耐震化の実施方針
⑤ 長寿命化の実施方針
⑥ 統合や廃止の推進方針

（２）上位・関連計画について

<計画のポイント>
公共施設の統廃合施策と連携して、拠点となる区域では、集客力のある公共施設を配置したり、
必要な生活サービス機能を確保することが重要
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米沢市高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画
（平成29年3月）

項目 内容

目標年次 平成32年度

日常生活圏域
（介護保険事
業）

中学校区を日常
生活圏域として
設定

定期巡回・随時対応型訪問介護（日常生活圏に配慮）

（２）上位・関連計画について

<計画のポイント>
居住や都市機能の誘導と連携し
て、医療や介護などの施策を展
開することが重要
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95,592 95,396 93,178 89,401 85,953

30,678 32,558 33,314 33,013 32,997

3.07
2.88

2.74
2.64

2.54

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

人／世帯人、世帯

人口

世帯数

1世帯当たり人員

（３）本市の現状について

資料：国勢調査

● 縮小する人口・世帯数

・平成27年の人口は、85,953人。平成22年から3.9％（3,448人）減少。
・平成27年の一般世帯数は32,997世帯。一世帯当たり人員2.54人。
・世帯数は、平成17年までは増加していたが、その後減少。
・１世帯当たり人員は、一貫して減少。

※１世帯当たり人員＝一般世帯
人員保÷一般世帯数

人口・世帯
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16.1

14.8

13.8

13.0

12.3

12.6

12.1

12.7

11.9

11.5

65.4

64.2

62.6

61.2

59.2

60.7

57.1

60.1

56.1

55.9

18.5

21.0

23.6

25.8

28.4

26.6

30.8

27.3

32.0

32.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成7年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

全国平均

山形県

山形市

鶴岡市

酒田市

（平成27年）

（米沢市）

年少人口 生産年齢人口 老年人口

（３）本市の現状について

資料：国勢調査

※年少人口は14歳以下、生産年
齢人口は15～64歳、老年人口
は65歳以上をいう。

● 少子・高齢化の進展人口・世帯

・平成7年以降の推移は、年少人口と生産年齢人口は減少傾向、老年人口は増加傾向。
・老年人口の増加は著しく、平成27年の比率は平成7年から約10ポイント増加。
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59,554 61,804 60,901 58,079 61,313

27,626 25,363 24,856 24,711 18,720

8,412 8,229 7,421
6,611 5,920

(95,592) (95,396) (93,178) (89,401) (85,953)

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

人口（人）

( ) 行政区域人口

都市計画区域外

用途地域外

用途地域内

資料：国勢調査

（３）本市の現状について

● 行政区域、都市計画区域内人口ともに減少傾向人口・世帯

・都市計画区域人口は、平成27年現在80,033人、行政区域人口の93.1％。
・都市計画区域人口は、減少傾向。
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1,270 1,269 1,279 1,295 1,301
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平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

（人口密度 人/ha）（面積ha）

人口

人口

資料：国勢調査

人口集中地区面積（ha）

人口密度（人/ha）

（３）本市の現状について

● 人口集中地区の人口密度は低下人口・世帯

・人口集中地区面積は、平成7年以降ほぼ横ばいから微増。
・人口密度は平成7年の40.6人/haが平成27年には35.2人/haに低下。

※人口集中地区
人口密度が4,000人/k㎡以上の国勢調査基本単位区が隣接し、かつ、

その隣接した基本単位区内の人口が5,000人以上となる地域
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資料：都市計画基礎調査（H26.4）

（３）本市の現状について

● 商業系土地利用
は、米沢市街地
の環状道路（国
道121号）に分布

土地利用

・都市計画区域内では田が最も多く29.8%、自然的土地利用が69.2%と半数以上。
・用途地域内では、都市的土地利用が75.2%、そのうち未利用となる「その他空地」は3.9%。
・商業系土地利用が広がっているのは、米沢市街地の環状道路（国道121号沿道）沿道。
・東北中央自動車道(福島～米沢間)の開通。

● 用途地域内の都
市的土地利用
は75.2%

自然

都市

都市

自然

都市

自然

都市

自然

： 都市的土地利用

： 自然的土地利用
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資料：都市計画基礎調査（H26.4）

（３）本市の現状について

● 用途地域縁辺部や幹線道路沿道に多く分布する農地転用土地利用

・過去10年間（平成15年度（2003年度）～平成24年度（2012年度））の農地転用件数は、合計1,392件
・平成16年度までは増加傾向にあった転用件数は、平成17年度に減少に転じる。
・農地転用は、用途地域縁辺部や用途地域外の幹線道路沿いに多く、住宅系の転用が多い。

転用目的 件数（件）

住宅用地 970

工業用地 139

商業用地 115

公共用地 46

その他 122

合計 1,392

20

（３）本市の現状について

● 中心市街地商店街で目立つ空
き店舗

土地利用

・米沢市内の空き店舗は194箇所となっており、中心市街地商店街において目立つ。
・店舗面積１０００㎡を超える大規模小売店舗は、用途地域の縁辺部に多く立地。

● 用途地域縁辺部に立地する大
規模小売店舗

資料：都市計画基礎調査（H26.4）
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資料：都市計画基礎調査（H26.4）

（３）本市の現状について

● 置賜地域の拠点としての
公共施設が立地

公共施設

・市内には小・中学校や高等学校、大学等の教育施設をはじめ、警察署、置賜総合支庁など置賜地域の拠
点としての公共公益施設が多く立地。

・コミュニティセンターなどの官公庁施設、小中学校など地域の人が利用する施設は全市に偏らずに立地。
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資料：米沢市公共施設等総合管理計画（Ｈ29.3）

（３）本市の現状について

● 公共施設の老朽化が進展公共施設

・公共施設全体の資産老朽化比率は55％。
・「行政系施設」、「子育て支援施設」はそれぞれ85％、81％と非常に高い数値。

※資産老朽化比率（有形固定資産原価償却率）：「資産老朽化率＝減価償却累
計額/償却資産の取得価額率等」で算出され、市で保有する資産がどの程度耐
用年数を経過しているかを示す指標
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資料：図は、都市計画基礎調査（Ｈ26.4）

（３）本市の現状について

● 未整備区間は計画当初から20年以上経緯都市計画道路

・平成30年3月31日現在、都市計画道路は合計32路線、総延長118.79kmが計画決定。
・整備率（改良済延長/計画延長）は49.1％。
・整備状況は、用途地域（市街地）縁辺部では整備が進んでいるが、中心市街地では未整備区間が分布
・未整備区間は、計画決定当初から20年以上が経過

項目 内容

路線数 32路線

総延長 118.79ｋｍ

整備率
（改良済延長/計画延長）

49.1％

資料：米沢市の都市計画（Ｈ30）
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（３）本市の現状について

● 整備率（汚水処理）は77.1％下水道

・公共下水道として、汚水処理区域2,221ha、雨水処理区域2,496haが計画決定
・現在汚水は1,714ha、雨水は290ha整備され、汚水の整備率は77.1％
・米沢市は、最上川流域下水道を構成する南陽市や高畠町、川西町とは異なり、市単独で処理

項目 計画 供用済
整備率
（％）

汚水処理（ｈａ） 2,221 1,714 77.1

雨水処理（ｈａ） 2,496 290 11.6
資料：米沢市の都市計画（Ｈ30）

資料：都市計画基礎調査（Ｈ26.4）
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資料：東日本旅客鉄道（株）山形支店、山形県統計年鑑

（３）本市の現状について

● 平成26年以後は、微増・横ばい公共交通（鉄道）

・米沢市にはJR奥羽本線とJR米沢線の2本が通っており、置賜地域の各都市と結ばれている。
・市内には10の駅があり、奥羽本線と米坂線の分岐点となっている米沢駅以外は、無人駅となっている。
・最も利用者の多い米沢駅の年間乗車人員の推移は、平成26年度に減少したが、その後は微増・横ばいで

ある。

米沢駅年間乗車人員の推移

26
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・米沢市におけるバス交通網は、中心市街地を中心に放射状にバス路線が伸びている。
・市営バスは、市街地を廻る路線と市の東西を結ぶ路線となっている。
・山交バス（株）が運行する路線は市街地を廻りながら市の東西を結ぶとともに、北部は川西町や高畠町

方面まで伸びている。
・高速バスは、米沢～仙台間と山形～米沢～東京間の2系統が運行されている。

● 微増・微減の繰り返し公共交通（バス）

（３）本市の現状について

資料：総合政策課年間乗者人員の推移



27

（３）本市の現状について

28

資料：米沢市の財政状況（H30.9）

（３）本市の現状について

● 人口減少による財源の縮小と人口の高齢化・インフラ
の老朽化に伴う歳出の増大の懸念

歳入・歳出

・歳入について平成29年度の決算額からみると、歳入総額は約410億円。
・歳出について目的別内訳でみると、高齢化の進展に伴って福祉等に支出される民生費（128億円）が最も

多く占め、平成20年と比べて41億円増加。
・道路等の公共施設の保全や除排雪経費が含まれる土木費は38億円。

歳入決算額の推移 歳出決算額の推移
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資料：米沢市公共施設等総合管理計画（Ｈ29.3）

（３）本市の現状について

● 公共施設の老朽化対応のための費用が発生歳入・歳出

・今後、高度経済成長期に整備された多くの公共施設や市街地に広がる道路等のインフラは、近い将来一
斉に改修・更新時期を迎え、老朽化対策のための費用が発生。

区 分
2016～2055年
総額（億円）

建物系施設 1,345

道路 283

橋りょう 59

下水道施設 415

企業会計施設
（病院）

166

企業会計施設
（上水道）

510

合 計 2,788
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（４）住民意向調査結果について

調査の目的
・人口減少や少子高齢化など都市を取り巻く状況に大きな変化が見られて
おり、これらに対応した都市構造の再構築を図り、持続可能な都市経営を
図る必要があります。

・それらを見据えたまちづくり計画（米沢市都市計画マスタープラン及び米沢
市立地適正化計画）を策定するにあたり、市民の意見を計画策定に反映
することを目的としてアンケート調査を実施しました。

結果概要
実施期間 平成30年9月14日（金） ～ 平成30年9月28日（金）

配付・回収方法
配付：郵送配布
回収：返信用封筒による郵送回収

配付数・回収状況
配付数：1,500票（20歳以上、無作為抽出）
回収数：637票
回収率：42.5％
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（４）住民意向調査結果について

総数 回収数 回収率

愛宕 88 37 42%

万世 83 31 37%

広幡 27 7 26%

六郷 16 10 63%

塩井 46 18 39%

窪田 113 58 51%

三沢 21 7 33%

田沢 11 7 64%

山上 31 10 32%

上郷 77 26 34%

南原 76 32 42%

東部 210 93 44%

北部 143 66 46%

南部 169 69 41%

西部 199 82 41%

中部 80 28 35%

松川 110 56 51%

計 1,500 637 42%

地区別回収状況

32

（４）住民意向調査結果について

１．回答者属性

・回答者の性別は、男性45％、女性55％となっており、人口性比と比べて若干女性回答者の比率が
高い。
・年齢は、60歳以上が約57％を占めており、高齢者の回答が多い。
・職業は、高齢者が多いことから無職が31％となっており、次いで会社員の27％となっている。

性別構成比 年齢別構成比

職業別構成比

【回答者の性別、年齢、職業】
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（４）住民意向調査結果について

１．回答者属性

・回答者の建物形態と居住年数をみると、持ち家の戸建てが87％、30年以上居住していると回答し
た人が79％を占めている。
・家族構成は、親子が50％と最も多く、次いで夫婦のみが22％となっている。
・高齢者（60歳以上）の単身、及び夫婦のみの世帯の分布をみると、都市計画区域内では北部地区、
都市計画区域外では田沢地区と南原地区で30％を超えている。

建築形態別構成比 居住年数別構成比 家族構成別構成比

【回答者の居住形態】
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（４）住民意向調査結果について

２．現状の満足度と重要度（米沢市全体の現状）

・満足度をみると山並みや田
園、緑や生態系など自然環境
に関する項目は高いが、商店
街の賑わい、公共交通の便利
さ、幹線道路などの除排雪に関
する項目は不満に感じている
人の割合が高い。

【満足度】 13%
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地震・水害などの自然災害に対する安全性

火災に対する安全性

ごみの減量化など、ごみ処理の方法や対策

国道やバイパスなど幹線道路の整備状況

公園や緑地の整備状況

下水道の整備状況

幹線道路などの除排雪の状況

公営住宅の整備状況

通勤通学における公共交通(鉄道･バス)の便利さ

病院･診療所などの医療施設の立地状況や充実度

小中学校の施設の充実度

高等学校の施設の充実度

社会人の知識教養を高める機会や施設の充実度

高齢者･障がい者のための福祉施設の充実度

公共的施設のバリアフリー化の充実度

文化会館･図書館などの文化施設の充実度

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝなどの余暇活動施設の充実度

史跡・文化財の保全と活用状況

緑や水・生態系などの自然の豊かさ

山並みや田園などの自然景観の美しさ

街路樹が美しいなどの道路景観の良さ

商店街の魅力や賑わい

働く機会の充実度

子育てのしやすさ

近所付き合いや地域の連携

総合的な暮らしやすさ

満足 やや満足 どちらとも

言えない

やや不満 不満
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（４）住民意向調査結果について

２．現状の満足度と重要度（米沢市全体の現状）

・重要度をみると、幹線道路など
の除排雪、自然災害に対する
安全性、医療施設の充実に関
する項目が高い。

【重要度】 67%
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地震・水害などの自然災害に対する安全性

火災に対する安全性

ごみの減量化など、ごみ処理の方法や対策

国道やバイパスなど幹線道路の整備状況

公園や緑地の整備状況

下水道の整備状況

幹線道路などの除排雪の状況

公営住宅の整備状況

通勤通学における公共交通(鉄道･バス)の便利さ

病院･診療所などの医療施設の立地状況や充実度

小中学校の施設の充実度

高等学校の施設の充実度

社会人の知識教養を高める機会や施設の充実度

高齢者･障がい者のための福祉施設の充実度

公共的施設のバリアフリー化の充実度

文化会館･図書館などの文化施設の充実度

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝなどの余暇活動施設の充実度

史跡・文化財の保全と活用状況

緑や水・生態系などの自然の豊かさ

山並みや田園などの自然景観の美しさ

街路樹が美しいなどの道路景観の良さ

商店街の魅力や賑わい

働く機会の充実度

子育てのしやすさ

近所付き合いや地域の連携

総合的な暮らしやすさ

重要 やや重要 どちらとも

言えない

あまり重要

ではない

重要では

ない

n=583

n=580

n=571

n=575

n=554

n=573

n=575

n=568

n=564

n=570

n=572

n=572

n=574

n=567

n=574

n=573

n=571

n=575

n=575

n=565

n=562

n=577

n=579

n=580

n=574

n=576
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（４）住民意向調査結果について

２．現状の満足度と重要度（米沢市全体の現状）

・満足度と重要度の関係をみる
と、現状の満足度は低いが重
要と考える項目として幹線道路
などの除排雪、医療施設の充
実が高い数値を示している。

【満足度と重要度（点数化）】
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（４）住民意向調査結果について

２．現状の満足度と重要度（お住まい周辺の生活環境）

・住まい周辺の満足度をみると、日常の買い物の便利さ、雨水･生活排水の処理に関する項目が高
く、身近な道路などの除排雪、身近な生活道路や歩道の整備に関する項目は不満に感じている人
の割合が高い。

【満足度】
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身近な道路などの除排雪の状況

身近な公園や遊び場の整備状況

住宅地などの街並みの美しさ

工場の騒音や悪臭・排水など

河川・水路の汚れや臭気など

雨水・生活排水の処理

日常の買い物の便利さ

幼稚園や保育園への通園の便利さ
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（４）住民意向調査結果について

２．現状の満足度と重要度（お住まい周辺の生活環境）

・重要度をみると、身近な道路などの除排雪、道路交通に対する安全性、身近な生活道路や歩道の
整備に関する項目が高い。

【重要度】
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（４）住民意向調査結果について

２．現状の満足度と重要度（お住まい周辺の生活環境）

・満足度と重要度の関係をみる
と、身近な道路などの除排雪、
道路交通に対する安全性、身
近な生活道路や歩道の整備が
高い数値を示している。

【満足度と重要度（点数化）】
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（４）住民意向調査結果について

２．現状の満足度と重要度

・居住継続意向をみると、回答者の66％が現在の場所と回答している。
・年齢別に移転希望割合をみると、他の市町村への移転を希望しているのは20歳代が最も多く36％
であり、市内の別の場所への移転を希望しているのは30歳代の18％である。

【居住継続意向】

年齢別にみた居住継続意向
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（４）住民意向調査結果について

３．都市の将来像（米沢市の将来像）

・米沢市の将来像として最も望まれているのは「医療や福祉を重視したまち」（57％）であり、次いで
「交通の利便性が良いまち」（42％）、「安全なまち」（34％）となっている。
・年齢別にみると、20～30歳代は「子育てがしやすいまち」が高く、40歳代以上は「医療や福祉を重
視したまち」の割合が高い。

米沢市の将来像

年齢別にみた米沢市の将来像

21%

14%

17%

10%

27%

42%

57%

20%

6%

3%

7%

34%

28%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自然環境が豊かなまち

快適な市街地が広がるまち

歴史と文化を実感できるまち

水と緑を活かしたうるおいのあるまち

産業が盛んなまち

交通の利便性が良いまち

医療や福祉を重視したまち

まちなかに賑わいのあるまち

余暇活動が盛んなまち

楽しく学べるまち

環境対策の充実したまち

安全なまち

子育てがしやすいまち

その他

n=637
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（４）住民意向調査結果について

３．都市の将来像（目指すべきまちづくりの方針）

・“コンパクトなまちづくり”の必要性について、約7割が「必要」又は「どちらかと言えば必要」と回答
している。

“コンパクトなまちづくり”の必要性

【コンパクトなまちづくりの必要性】
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（４）住民意向調査結果について

３．都市の将来像（目指すべきまちづくりの方針）

・“居住者の集積を誘導していく区域”の必要性について、「必要」又は「どちらかと言えば必要」と回答
している人が56％となっているものの、「どちらとも言えない」と回答している人が31％を占めてい
る。
・“居住者の集積を誘導していく区域”を促進する場所について、「病院・診療所が近い場所」が58％
で最も高く、次いで「買い物施設が近い場所」（56％）、「災害の危険性が低い場所」（49％）、「公共
交通が便利」（44％）と続いている。

“居住者の集積を誘導していく区域”の必要性

【居住者の集積誘導について】

“居住者の集積を誘導していく区域”を促進する場所

20%

44%

56%

58%

15%

15%

6%

5%

49%

9%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

車の移動が便利

公共交通が便利

買い物施設が近い場所

病院・診療所が近い場所

福祉施設が近い場所

小学区等が近い場所

幼稚園等が近い場所

市民会館等が近い場所

災害の危険性が低い場所

自然環境が良い場所

その他

n=637
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（４）住民意向調査結果について

３．都市の将来像（目指すべきまちづくりの方針）

・“都市機能の集積を誘導していく区域”の必要性について、約8割が「必要」又は「どちらかと言えば
必要」と回答している。
・“都市機能の集積を誘導していく区域”を促進する場所について、「公共交通が便利な場所」が64％
で最も高く、次いで「車の移動が便利な場所」（34％）、「地域の中心となっている場所」（28％）と続
いている。

“都市機能の集積を誘導していく区域”の必要性

【都市機能の集積誘導について】

“都市機能の集積を誘導していく区域”を促進する場所

34%

64%

17%

7%

9%

28%

15%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

車の移動が便利な場所

公共交通が便利な場所

既に施設が集積な場所

既に人が住んでいる場所

中心市街地

地域の中心となっている場所

広い土地が確保できる場所

その他

n=637
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（４）住民意向調査結果について

４．分野別まちづくり

・市街地内の農地については、「ある程度の制限を設けて宅地化」と回答している人が55％であり、
「現状のまま保存」の32％を上回っている。
・郊外部の農地については、「現状のまま保全」（約39％）と「働く場を確保するため業務・工業用地」
（約40％）がほぼ同じ割合となっている。

市街地内農地の存続構成比

【農地の存続】

郊外部農地の存続構成比
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（４）住民意向調査結果について

４．分野別まちづくり

・最も利用している交通手段は「自家用車（自分が運転）」が71％で最も高く、次いで「自家用車（家族
等が運転）」が15％であり、自動者による移動が86％を占めている。
・年齢別にみると、30歳代は94％が自分で自家用車を運転しており、70歳代以上は自分で自家用車
を運転すると回答した人が50％、家族等が運転すると回答した人が25％となっている。

最も利用している交通手段構成比

【公共交通の利用】

年齢別交通手段構成比

4%

2%

5%

2%

5%

10%

75%

94%

78%

83%

79%

50%

4%

4%

11%

11%

10%

25%

18%

7%

4%

6%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

公共交通等 自動車（自分が運転）

自動車（家族等が運転） 自転車・徒歩等

n=28

n=49

n=76

n=124

n=135

n=210
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（４）住民意向調査結果について

４．分野別まちづくり

・公共交通の利便性が向上した場合に、52％の人が利用すると回答している。
・年齢別にみると、70歳以上の66％が公共交通を利用すると回答している。

公共交通の利便性が向上した場合の活用意向構成比

【公共交通の利便性が向上した場合の活用意向】

年齢別にみた公共交通の利便性が向上した場合の活用意向構成比

43%

27%

51%

42%

51%

66%

43%

65%

32%

44%

24%

19%

14%

8%

17%

14%

24%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

利用する 利用しない わからない

n=21

n=48

n=71

n=115

n=123

n=187
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（４）住民意向調査結果について

４．分野別まちづくり

・防災への対応として、「除排雪の強化」が72％で最も高く、次いで「耐震性の強化」が48％、「行き止
まりの解消、地区内の狭い道路の拡幅」が38％、「避難場所となる公園、広場などの確保」が36％と
なっている。

重要と考える防災対策

【防災への対応】
48%

36%

17%

38%

23%

72%

14%

29%

2%

0% 20% 40% 60% 80%

耐震性の強化

避難場所の確保

沿道建物の耐火化

行き止まりの解消

非常用施設の確保

除排雪の強化

防災関連情報施設の整備

防災意識の向上

その他

n=637
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（４）住民意向調査結果について

４．分野別まちづくり

・景観づくりで必要だと思う施策として、「ごみの不法投棄の防止」が31％で最も高く、次いで「遺跡・
史跡、伝統的建造物、古民家などの保全と活用」が28％、「地域の生活の中心となる商店街や地区
の中心の魅力づくりと賑わいづくり」が27％、「豊かな川の流れや水辺の景観を守る」と「お祭りや伝
統行事、イベントなどの保全と継承」が26％となっている。

重要と考える景観対策

【景観への配慮】
18%

26%
11%

15%

14%
12%

28%
17%

8%
27%

26%

11%
14%
15%

7%
31%

2%

0% 10% 20% 30% 40%

優れた眺望景観
川や水辺の景観

緑の景観

山里と農村景観
田んぼや畑等の景観

遊休農地等を活用した景観
遺跡・史跡等の景観

身近な景観資源
潜在的な景観資源

商店街等の魅力づくり
お祭り等の保全と継承
身近なまちなみの形成

公共建築物等のデザイン
無秩序な開発の抑制
看板等の一定の規制

不法投棄の防止
その他

n=637
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（４）住民意向調査結果について

５．まちづくりへの住民参加

・まちづくりへの参加について、「これまでも参加しているし、今後も参加する」と「これまでは参加して
いなかったが、今後は参加したい」を合わせると55％の人が今後の米沢市のまちづくりに参加した
いと回答している。
・まちづくりに参加しない理由として最も多かったのは「高齢のため、体力の問題」であった。

まちづくりへの参加意向割合

【まちづくりへの参加状況】

まちづくりに参加しない理由

65

47

9

24

3

6

33

0 20 40 60 80

高齢のため、体力の問題

時間・興味が無い

参加しても意見が反映されない

まちづくりの情報が少ない

行政に期待

内容がわからない

その他

n=187
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（４）住民意向調査結果について

５．まちづくりへの住民参加

・住民参加のまちづくりに対して有効な活動として、「まちづくりに関する情報提供」が61％で最も高
く、次いで「住民と市との話し合い等の場を増やす」が45％となっている。
・その他の意見として、若年層を含めた幅広い年齢層の意見を聞くなどの意見があげられている。

【参加型まちづくりの有効な対策】

住民参加のまちづくりへの有効な活動

61%

30%

33%

25%

45%

36%

26%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

まちづくりに関する情報提供

住民へのアンケート

計画づくりへの参加

リーダーの発掘

住民と市の話し合いの場

人的・財政的な支援

勉強会や行事の開催

その他

n=637


